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研究成果の概要（和文）： 大規模帯状疱疹疫学調査「宮崎スタディ」により、年齢・性別の発症デルマトーム
を解析した。50歳以上の女性の発症率は男性よりも有意に高く、帯状疱疹は女性特有の出産・授乳に関連した神
経領域に多く発症していた。また、中高年女性の帯状疱疹の認知度に関して検討を行った。中高年女性は疾患や
予防ワクチンへの認知度が低く、情報提供の必要性を認めた。結果に基づき、パンフレットを作成し有効性を検
討した。                    
 50歳以降の更年期及びそれ以降の女性が、帯状疱疹ワクチンを接種するようになると、帯状疱疹の疫学的動向
にも変化が起こることが考えられる。

研究成果の概要（英文）：  In the Miyazaki Study, a large-scale epidemiological study of herpes 
zoster, we analyzed the dermatomes of onset of herpes zoster by age/sex.  The incidence in women who
 were 50 years of age or older was significantly higher than that in men, and herpes zoster in women
 was consistent with areas for childbirth and breastfeeding. We also examined the degree of 
awareness of herpes zoster in middle-aged and elderly women. The research on the awareness about 
herpes zoster among middle-aged and older women revealed that this subset of women is insufficiently
 aware of the disease and of the available preventive vaccines, indicating the need for public 
education. We developed a booklet titled “Herpes zoster Prevention Guidebook - Toward Healthy 
Middle and Senior Women” and examined its effectiveness.
  Once peri-and post-menopausal women aged 50 or older become vaccinated against herpes zoster, the 
epidemiologic trends of herpes zoster may also change.

研究分野： 看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
 女性は出産・授乳後20年間の潜伏期を経て、出産時の陣痛や分娩の際に関わる領域（産科麻酔）と授乳に関連
する領域に帯状疱疹が発症しやすく、女性特有のライフイベントが関与している。本研究の結果は、出産や授乳
を行った女性への早期発見・早期治療、帯状疱疹予防ワクチンを受けることに関する啓発を行うことができる。
                      
 50歳代以降の女性が適切な時期にワクチン接種を行うことで帯状疱疹を発症・重症化するリスクを減らし、帯
状疱疹後遺症への移行の防止につながることか期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
帯状疱疹の疫学に関しては、1965 年の Hope-Simpson ①をはじめとして幾つかの報告があり、

患者数の増加や水痘との関係性等が指摘されてきた。しかし、日本ではこれまで行われた疫学調
査が小規模であったため、帯状疱疹患者の実態は明らかになっていない。外山(2009)は、日本初、
大規模帯状疱疹疫学調査「宮崎スタディ」を行い、帯状疱疹は年間 4.15 人/1,000 人で、50歳以
上での発症率は 5～8 人/1,000 人であり、80 歳までに 3 人に１人が経験する②こと等を述べて
いる。 
白木ら(2018)は宮崎スタディを解析し、女性の発症率は男性の発症率より有意に高く、中でも

50～60 歳代ではその差が顕著で、女性の発症部位の特徴として女性特有の授乳や出産時の産痛
部位と分娩部位に発症するという傾向を報告している③。 
2014 年から水痘ワクチンが定期接種化され、2016 年には同ワクチンに「50 歳以上の者に対する
帯状疱疹の予防」という効能効果が追加された。帯状疱疹はワクチンで予防できる感染症である
が、認知度は低く、地域の一般の人々に広く啓蒙していくことが重要と考える。 
 
２．研究の目的 
本研究は大規模帯状疱疹疫学調査「宮崎スタディ」により、年齢・性別の発症デルマトームを

解析し、発症部位の特徴ならびに帯状疱疹と女性特有の出産・授乳との関係を検討する。また「中
高年女性の帯状疱疹の認知度に関する調査」を行い、帯状疱疹の認知度を検討する。結果に基づ
き、更年期及びそれ以降の女性の健康支援プログラムの開発を行う。 
 
３．研究の方法 
(1) 研究Ⅰ：観察研究における、宮崎県の帯状疱疹発症者例集積による記述的研究 
対象は宮崎県皮膚科医会の会員の 40 施設の皮膚科を受診した帯状疱疹患者である。宮崎県皮

膚科医会による調査と千里金蘭大学看護学部で解析を実施する。宮崎県年齢別人口の推計は国
勢調査人口（2015 年 10 月 1 日現在）、母親の年齢別出産数は母子保健の主なる統計(1999 年)を
参照する。 
研究内容は調査票と発症デルマトームである。データ分析方法は、年齢を 10 歳ごとに区切り

帯状疱疹発症の男女差を比較する。各年代における部位ごとの発症者数（男女別）÷各年代にお
ける人口（男女別）×100 オッズ比を用いて、男女別における部位(デルマトーム)毎の発症率
を比較する(χ2検定）。 
 
(2) 研究Ⅱ：中高年女性の帯状疱疹の認知度に関する調査 
2020 年 8 月にインターネット調査で、520 名の中高年女性に対し自己記入式の質問紙調査を

行う。中高年女性の健康意識から健康意識群と健康非意識群の 2群に分類し、帯状疱疹の認知度
との関連を検討する。 
 
(3) 研究Ⅲ：パンフレット『帯状疱疹予防ガイドブック－健康なミドル・シニア女性をめざし
て－』の有効性の評価 
研究ⅠとⅡの研究結果に基づき、2021 年 4～7月、帯状疱疹予防に向けたパンフレットを作成

する。2021 年 9 月に中高年女性 400 名にパンフレットと無記名自記式質問紙を配布し、有効性
の評価を行う。 
 
４．研究成果 
(1) 初発患者 4364 人の分析結果では、50歳代・60歳代・70歳代は男性に比べ女性が有意に帯
状疱疹の発症が多かった(p<0.05)(図 1)。 
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発症部位では、三叉神経領域では 50 歳代女性で発症率が増加し、男女別では女性のほうが発
症数が多く、女性が男性の 1.3 倍の差があった。胸神経・腰神経の発症は 50歳代女性で増加し、
先行研究と同様であった。    
女性の帯状疱疹の発症部位は、産科麻酔の領域である胸神経(T)10～腰神経(L)1、仙骨神経(S)2

～4 に多く発症し、胸神経(T)10～腰神経(L)1 は陣痛の痛み、仙骨神経(S)2～4 は分娩の痛みの
領域と一致していた。また、授乳の領域である胸神経(T)5、6に多く発症していた(図 2)。 
母親の年齢別出産数と帯状疱疹の発症部位との関連については、出産数の最も多い時期から

約 20 年後の 50 歳代以降に、出産に関連した腰神経(L)2、仙骨神経(S)3、授乳に関連した胸神経
T(5)に帯状疱疹の発症率が増加していた(図 2)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
50 歳代以上の女性の場合は、陣痛や分娩、授乳の痛みによる脊髄後根神経節への一時的な刺

激(負荷)がその後も長く神経節に残り、20 年間の潜伏期を経て加齢・疲労等で免疫力が低下す
ると神経節に潜んでいたウイルスが再活性化し、帯状疱疹を発症すると考えられる④。女性は水
痘の既往、免疫力の低下以外に、女性特有の出産や授乳を経験することにより、帯状疱疹の発症
率が増加するといえる。 
したがって、女性の場合は、50 歳を過ぎたら帯状疱疹ワクチン接種を視野に入れたライフプ

ランの設定が必要である。そのことにより帯状疱疹を発症・重症化するリスクの減少が可能であ
ると予測される。 
 
(2) 520 名の中高年女性の内、健康のために意識している行動(10 項目)について、健康意識群・
健康非意識群の 2 群間を比較すると、健康意識群は「バランスの良い食事を心がける」「毎日体
重をチェック」「移動時にはできるだけ階段を使う」「サプリメントを飲用」「お酒の量を控える」
「予防接種を受ける」「定期健診や人間ドッグに行く」の 7項目に有意差がみられた（p<0.05）。
健康に関する情報源 9 項目について、2 群間を比較すると、健康意識群は、 マスメディアチャ
ネルの「新聞」「総合・健康雑誌」、個人間チャネルの「友人・口コミ」「病院や診療所」の 4項
目に有意差がみられた（p<0.05）。中高年女性は, 友人・知人からの口コミ、病院や診療所の医
療従事者といった人を介した流入手段、新聞、総合・健康雑誌といった印刷媒体より、信頼度の
高い情報を得ていた。 
 健康意識と帯状疱疹の認知度との関連について、帯状疱疹は痛みを伴う皮膚疾患であること
への認知度は高かった。しかし、「水ぶくれが出る前に痛みがある」「皮膚の症状はいつかは治る
病気である」は 2 群間で有意差があった(p<0.05)。帯状疱疹は神経痛として始まることが多く、
前駆痛についての情報を提供し早期受診を促していく必要性を認めた。 
「予防のためのワクチンがある」は健康意識群 95名(22.3％)、健康非意識群 9名(9.6％)と認知
度が低く、2群間に有意差がみられた（p<0.05）。現在、50 歳以上を対象とする帯状疱疹予防ワ
クチンとして、乾燥弱毒生水痘ワクチン「ビケン」(2016 年)とサブユニットワクチンである「シ
ングリックス® 」(2020 年)がある。2014 年より小児に対する水痘ワクチンが定期接種となり、
小児の水痘罹患患者数は激減している一方、免疫ブースター効果減弱の影響と思われる 20～40
歳代の発症率の上昇、高齢化社会を反映し成人帯状疱疹罹患患者数は増加してきている⑤。した
がって、年齢を考慮した帯状疱疹ワクチン接種の普及も中高年女性への健康支援として重要と
考えられる。 
後遺症である帯状疱疹後神経痛(PHN)は、健康意識群は 291 名(68.3％)、健康非意識群は 43 名

(45.7％)の認知度であった。PHN の危険因子は、高齢、女性、皮膚病変が重篤、急性期の痛みが
強い等であり、60 歳以上の女性は罹患しやすいため、早期発見と適切な治療により移行を予防
することが重要である。 
以上より、中高年女性に対して帯状疱疹の疾患啓発と予防に関する指導の必要性が示唆され

た。 
 
(3) 「中高年女性の帯状疱疹の認知度に関する調査」等にもとづき、2021 年 4～7 月にパンフ

発症率 



レットを作成した。内容は、Ⅰ帯状疱疹について、Ⅱ免疫力アップで帯状疱疹を予防しよう(食
事、運動、環境、睡眠、ツボ)、Ⅲ帯状疱疹ワクチンについてである。 
帯状疱疹という疾患は、中高年女性 146 名の内 100 名(75.3％)がパンフレットを読む前から

知っていた。帯状疱疹ワクチンによる予防、免疫力アップにつながる行動については、パンフレ
ットを読んだ後に有意に増加していた(p<0.05)。早期発見と治療により帯状疱疹のリスクが低
下することについては、87名(59.6％)が帯状疱疹の学習が必要であると態度の変容が伺えた。 
パンフレットは、中高年女性が帯状疱疹に理解を深め早期発見と適切な受診行動がとれる、日

常生活の中で免疫力を整えるために有効であると考える。また、帯状疱疹ワクチンについても中
高年女性の関心を高めた可能性がある。 
帯状疱疹発症のピークの年代に該当する中高年女性にパンフレットを配布することは、現在

は健康である中高年女性への生涯にわたる健康支援活動への一助となることが示唆された。 
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